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令和７年定例会３月会議一般質問

№１

５ 番 山 崎 ふじ子 議員
備 考

質問事項 質 問 要 旨

１ 三春小学校

を早期に移転

新築できない

か

三春小学校は建築後５４年を過ぎており、老朽化が進

んでいる。子どもたちの更なる安心・安全のために早期に

移転新築できないか。

また、移転新築するために、どれくらいの予算が必要

か。
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令和７年定例会３月会議一般質問

№２

１３ 番 影 山 常 光 議員
備 考

質問事項 質 問 要 旨

１ 三春町地域

公共交通計画

の現状と交通

利便性の向上、

財源・赤字補填

等の見通し、交

通インフラの

整備、今後の対

応について

本格的な人口減少時代が到来し、都市間競争のグロー

バル化の中で、町の発展をどのように維持するかは、公共

交通施策を長期的視点に立って進めることが必要です。

「三春町第７次長期計画」の達成評価から、今後の１０年

間を見据えた、「第８次長期計画」がスタートします。

「豊かな町民生活の実現」、「地域の活力の向上」、「まち

づくりと一体」となった公共交通ネットワークを維持・発

展すべきです。

地域の活性化、少子高齢化、通勤・通学者・交通弱者に

配慮した交通の利便性向上のためには、人口減少社会に

あっても、地域の諸機能が集約した拠点と、これを結ぶネ

ットワークが整備された、コンパクトシティを形成する

ことが必要です。

福島県の中央に位置し、中核都市に隣接する交通の利

便性を確保することにより、恵まれた豊かな自然と環境

の情報交流拠点・住生活拠点・観光拠点として、地勢的な

魅力を発信・活用すべきです。

地域の役割分担と合意の下、地域公共交通ネットワー

クを形成する施策の充実を図るべきと考えます。

１）磐越東線、乗合路線バス、町営バス、デマンドタクシ

ー、おでかけ応援隊などの利用状況、また日本型ライド

シェアの検討などの現状を伺います。

２）現在の路線バス三春線に加えて、町南部から直接郡山

市にアクセスする新設路線は、沿線住民の生活路線と

して大いに期待されるものであります。町営バスとの

接続ネットワークを図り、周辺地区の利便性の向上や

観光拠点への誘導など、経済波及効果をどのように見

出すのか。

３）直近の、路線バスの国県補助金と沿線市町村の赤字補

填の負担額はどのようになっているか。また、町営バス

の隣接市への乗り入れや、交通結節点への接続はどう

考えるか。

４）公共交通計画の推進にあたり、隣接広域連携中核都市

圏域への通勤通学生の割合や、一般道交通量調査をも

とに道路交通インフラの整備はどう考えるか。新設す

る路線バスのルートを、県事業の要望に優先項目とし

て加えるべきと思うがいかがか。また、広域的な周辺拠

点との連携をどう考えるか。
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令和７年定例会３月会議一般質問

№３

４ 番 佐 藤 弘 議員
備 考

質問事項 質 問 要 旨

１ 三春町の小

中学校におけ

るいじめにつ

いて

１）令和５年度１１５件・６年度１２月末で１０９件、各

学年毎の件数と解決数をお聞かせ願います。

２）暴力的ないじめは何件ありますか。

３）具体的な解決策は何ですか。

４）各学校毎の数を教えて下さい。
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令和７年定例会３月会議一般質問

№４

１０ 番 篠 崎 聡 議員
備 考

質問事項 質 問 要 旨

１ ＤＸの進捗

と今後の展望

は

２０２３年に「三春町ＤＸ推進計画 ＰＲＯＪＥＣＴ-
ＤＸ-ＭＥＧＯ」を策定し三春町のＤＸ（デジタルトラン
スフォーメーション）を推進しているわけですが、今まで

どのようなことをしてきたのか、あまり見えてきません

ので質問したい。

１）ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）ってなん

ですか？

２）今までにＤＸに取り組んできて実施されているもの

で代表的なものを紹介していただきたい。

３）今後、行政や農業分野、その他で展開予定のＤＸがあ

れば答えられる範囲でお答えいただきたい。

２ 男性用ＤＶ

避難シェルタ

ー

近年、男性が受けるＤＶ（ドメスティックバイオレン

ス）の件数が増加していると話題になっている。全国で発

生したＤＶのうち男性が受けたものはここ１５年で認知

件数の１．８％→２７．９％まで増加している。

１）当町でのＤＶ男性被害者の相談窓口はどこになりま

すか。

２）当町でのＤＶ被害男性の認知件数はありますか。

３）一般にＤＶ避難シェルターとはどのようなものか。

４）付近に男性用ＤＶシェルターはあるのか。

５）住民基本台帳におけるＤＶ等被害者への支援措置は

どのようなものがありますか。
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令和７年定例会３月会議一般質問

№５

２ 番 三 瓶 一 壽 議員
備 考

質問事項 質 問 要 旨

１ 第８次三春

町長期計画に

ついて

１２月第１回会議でその概要が紹介された、第８次三

春町長期計画であるが、現在の社会情勢は周知のとおり、

少子高齢化が顕著に現れるなど縮小社会である。これか

らの５年、１０年、地方社会は消滅可能性自治体などと評

価を受けていることから、我々町民にとってはこれから

の町（行政）の方向性を理解し、納得できるものでなけれ

ばならないと考える。そこで次の事項を改めて確認した

い。

第７次長期計画の評価から第８次長期計画へ継承され

た課題と新たな課題を各５目標での重要事項を示しても

らいたい。

１）目標１←目標３：『こどもの笑顔』はぐくむ地域づく

り

子育て支援分野ほか

２）目標２←目標４：『健やかな心と体』はぐくむ地域づ

くり

健康・医療分野、地域福祉分野ほか

３）目標３←目標６：『地域の絆』はぐくむ地域づくり

町民参画分野、広報、情報公開分野、交流・連携分野

ほか

４）目標４←目標５：『賑わいと活気』はぐくむ地域づく

り

農林業分野、商工業分野、観光分野

５）目標５←目標１：『安心な暮らし』はぐくむ地域づく

り

防災・減災分野、交通安全・防犯分野ほか

※各目標は『第８次目標←第７次目標』を意味する。



6

令和７年定例会３月会議一般質問

№６

１４ 番 遠 藤 亮 子 議員
備 考

質問事項 質 問 要 旨

１ 在宅介護支

援住宅の推進

高齢化が進む中、介護が必要となることが目に見える

一方で、子どもたちに迷惑をかけたくない、負担をかけた

くない親世代が増えています。中町にある「在宅介護支援

住宅」のような老後を心配なく安心して生活できる集合

住宅を増やしてほしいとの声が上がっています。

町一本化では財政面でも到底無理が生じるので、民間

事業者との提携を結び、①介護職員の確保、②廃校になっ

た建物の利活用、③福祉会館のお弁当利用者の生活状況

の３点を踏まえて、在宅介護支援住宅の推進のお考えが

あるのかお聞きします。
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令和７年定例会３月会議一般質問

№７

６ 番 石 井 一 正 議員
備 考

質問事項 質 問 要 旨

１ 「こまシェ

ア」実証運行期

間が終了した

が利用状況は

どうであった

か

三春町では６５歳以上の高齢者・視覚障がい者・妊婦を

対象に定額制乗合タクシー「こまシェア」のひとり１０，

０００円の実証運行期間（１１月１日～令和７年１月３

１日まで）が終了しました。利用状況はどうであったか。
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令和７年定例会３月会議一般質問

№８

３ 番 大 内 広 信 議員
備 考

質問事項 質 問 要 旨

１ 小学校再編

後の特設活動

について

各学校には特設活動として、合唱部や合奏部、陸上部な

どあると思いますが、再編後も継続して活動していく予

定はありますか。

特設活動の意義は子ども達の活動において、重要であ

ると思います。学年が違う子ども達が主体的に活動し、学

校生活を豊かにする目的もあります。

一方で課題も多くあります。先生方の負担も大きいた

めに、中学校の部活動のように地域の方に指導をお願い

する方法もあると思います。

町の見解をお聞かせください。

２ スポーツと

観光で新たな

町づくりを

スポーツと観光を組み合わせた「スポーツツーリズム」

は、今後の当町において大きなメリットがあります。地域

活性化や新たな町づくりに役立つ事業です。スポーツ大

会や合宿の誘致により、周辺観光地や飲食店などの経済

効果が向上し、交流人口の拡大、そして移住定住にも繋が

ると思います。

モンベルも間もなくオープンを迎え、キャンプ場も整

備され、三春の里にはコテージ・入浴施設も完備されてい

ます。町内の宿泊施設や飲食店と連携し、積極的なスポー

ツ大会を開催してはどうでしょうか。

スポーツツーリズムで新たな三春町を！町の見解をお

聞かせください。
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令和７年定例会３月会議一般質問

№９

１ 番 影 山 孝 男 議員
備 考

質問事項 質 問 要 旨

１ 桜川（上舞木

地内）河川改修

事業に伴う町

有地の活用構

想について

２月１０日福島県県中建設事務所による令和６年度桜

川河川改修事業説明会が開催され、事業概要及び改修計

画等の内容が提示されました。

そこで、河川改修事業に伴う町有地の活用構想につい

て伺います。

１）用地測量後、令和７年度以降のスケジュールは。

２）仮橋の移設はどのように考えているのか。

３）旧河川敷埋め立て後の、国道２８８号線に隣接する町

有地のおおよその面積は。

４）岩江地区のコンパクトシティとして、①宅地の造成に

よる移住定住の促進、②商業・医療関係施設等の誘致に

よる住みやすいまちづくり、③健康増進のためのパー

クゴルフ場等の施設整備など、地域の活性化を図って

はどうか。

５）地区が隣接する郡山市舞木町、特に舞木駅周辺の活性

化に対する連携協力体制が必要と思われるが、どのよ

うに考えているのか。


